
 

１１月１９日（木）５年生 オンラインによる夢の教室（ユメセン） 

 

日本サッカー協会 JFAこころのプロジェクト推進部の事業で行われている夢の先生(ユメセン)ですが、今年

度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来校してのお話や活動ではなく、オンラインのリモートで行

われました。東京と学校を ZOOM でつないで実施しました。今年の講師の先生は 小針清允（こばり きよみ

つ）先生。（サッカーＪリーグ ゴールキーパー FAIFA ワールドユース選手権にも出場）初めてのリモート

授業でしたが、子どもたちは、しっかりと集中して学習に臨んでいました。授業では、話を聞いて、「将来の

夢 ○○になって、○○したい」「そのためにできること、やってみようと思うこと」「いま好きなことや得意

なこと」をワークシートに記入していました。また、「印象に残った言葉」も書いています。子どもさんに尋

ねてみられてはどうでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

学校目標 生き生き久間っ子の育成 

くふうしてまなぶ  つよくてたくましい こころ やさしい 子 

 

どんなジェスチャーをすれば、

小針さんが問題を答えられる

かみんなで考えています。こ

の後、夢先生は正解を出しま

した。 



 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小針さんに向かって、自分の将

来の夢を発表しました。 

小針さんの出身地、身長、好きな食べ物についてのクイズで、小針さんについて知りました。

その後、将来の夢をかなえるために、小針さん自身が頑張ったことなどのお話を聞き、自分

の夢について考えました。 


